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　廃校利用の企業モデル、旧西谷小学校跡地に設立された但馬醸造㈱で
は、但馬の酢造りが順調に進み全国に向けて出荷されています。
　１１月２１日（土）、２２日（日）には市商工会主催による初の「２００９養父市産業
フェア」が市商工会本所、市役所特設会場を中心に１万人規模で開催さ
れ、市内元気企業の製品や技術力が広く内外に紹介されます。

廃校に灯りがともる～但馬醸造「お酢造り」
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一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

は
、
台
風
９
号
に
よ
る
災
害
復
旧

関
連
で
４
億
７
１
４
１
万
８
千
円
、

起
債
の
繰
上
償
還
で
３
億
５
２
４

８
万
９
千
円
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
等
そ
の
他
で
１
億
５
０
３
６

万
９
千
円
、
計
９
億
７
４
２
７
万

６
千
円
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

　

台
風
関
連
の
主
な
復
旧
事
業
は

◇
明
延
・
若
杉
・
横
行
・
南
谷
浄

水
場
の
取
水
口
修
繕
及
び
は
さ
ま

じ
配
水
管
布
設
工
事
◇
山
腹
崩
壊

（
大
屋
町
須
西
、大
屋
町
筏
、上
野
）

◇
宿
南
処
理
場
第
一
ポ
ン
プ
操
作

盤
修
繕
◇
水
防
関
連
時
間
外
手
当

◇
公
共
土
木
施
設（　

件
）◇
浅
野

６５

処
理
区
伊
豆
第
３
ポ
ン
プ
操
作
盤

修
繕
◇
堀
畑
・
は
さ
ま
じ
浄
化
セ

ン
タ
ー
◇
補
助
対
象
分
農
地（　
５６

件
）
及
び
農
業
用
施
設
（　

件
）

４１

◇
補
助
対
象
外
農
地（　

件
）及
び

８５

農
業
用
施
設（　

件
）◇
補
助
対
象

５３

分
林
業
施
設（　

件
）◇
補
助
対
象

２５

外
林
業
施
設（　

件
）な
ど
で
あ
る
。

３２

　

そ
の
他
の
主
な
補
正
内
容
は
、

○
関
宮
公
民
館
に
お
け
る
盗
難
被

害
補
填
金
○
子
育
て
応
援
特
別
手

当
の
支
給
（
平
成　

年
４
月
２
日

１５

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、

１８

第
一
子
か
ら
対
象
）
○
森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
事
業
に
よ
る
境
界

確
認
の
拡
大
○
普
通
林
道
の
橋
梁

（　

基
）の
耐
震
強
度
調
査
○　

月

７９

１１

　

日
〜　

日
開
催
予
定
の
産
業

２１

２２

フ
ェ
ア
補
助
金（
市
商
工
会
主
催
）

○
融
雪
剤
散
布
車
購
入
○
都
市
整

備
部
に
統
括
建
築
指
導
員
配
置
○

消
防
本
部
に
簡
易
型
１
１
９
番
受

信
装
置
導
入
○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
関
連
時
間
外
手
当
○
小
中
学

校
理
科
・
算
数（
数
学
）
学
力
ア
ッ

プ
設
備
の
更
新
充
実
○
八
鹿
青
渓

中
学
校
建
設
事
業
費
の
増
額
○
全

天
候
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
表
層
土

入
替
な
ど
。

　

特
筆
す
べ
き
は
公
債
費
の
繰
上

償
還
で
、
簡
保
資
金
の
強
制
繰
上

償
還
（
南
谷
医
師
住
宅
、
関
宮
町

営
バ
ス
等
）
約
５
０
１
９
万
円
と

任
意
繰
上
償
還
（
８
件
）
約
２
億

６
９
２
９
万
円
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
簡
保
資
金
の
任
意
繰
上
償
還

に
は
約
３
３
０
０
万
円
の
補
償
金

が
必
要
で
あ
る
が
、
通
常
の
償
還

を
続
け
て
い
っ
た
場
合
の
利
息
金

額
の
合
計
は
５
４
２
１
万
４
千
円

と
な
り
、
そ
の
差
額
約
１
１
０
０

万
円
が
節
約
で
き
る
。

　

議
員
か
ら
は
、
◇
関
宮
公
民
館

盗
難
被
害
額
の
全
額
を
補
填
す
べ

き
◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連

で
妊
婦
・
慢
性
疾
患
者
へ
の
対
応
、

学
級
閉
鎖
の
判
断
基
準
◇
八
鹿
青

渓
中
学
校
建
設
工
事
追
加
関
連
で
、

南
門
ス
ロ
ー
プ
工
事
予
算
漏
れ
に

つ
い
て
の
責
任
の
所
在
◇
公
債
費

繰
上
償
還
の
メ
リ
ッ
ト
◇
統
括
建

築
指
導
員
配
置
の
必
要
性
◇
税
条

例
改
正
の
審
議
前
に
お
け
る
入
湯

税
減
額
補
正
の
妥
当
性
な
ど
の
質

税条例改正、工 事請負契約変更、財産取得など審議 税条例改正、工 事請負契約変更、財産取得など審議 事請負契約変更、財産取得など審議 
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第　

回
養
父
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
1
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日

３６

３０

３０

間
の
会
期
で
開
か
れ
、　

件
の
議
案
を
審
議
し
た
。

３２

　

主
な
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、
平
成　

年
度
各
会
計

２０

決
算
認
定
、
入
湯
税
課
税
免
除
条
例
改
正
、
八
鹿
青
渓
中
学
校
建
設
工

事
請
負
契
約
変
更
、
宅
地
造
成
事
業
及
び
学
校
給
食
共
同
調
理
所
建
設

事
業
用
地
取
得
等
で
、
補
正
予
算
に
は
、
台
風
９
号
に
よ
る
災
害
関
連

事
業
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
８
日（
火
）、９
日（
水
）の
２
日
間
、

　

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

１０

　

鉄
筋
等
建
設
資
材
の
物
価
高

騰
に
よ
る
材
料
費
の
差
額
、
太

陽
光
発
電
設
備
、
法
面
保
護
工
、

敷
地
拡
幅
工
、
南
門
ス
ロ
ー
プ

工
等
の
追
加
に
伴
い
、
１
億
１

１
４
５
万
５
４
０
０
円
増
額
し

総
工
事
費
を　

億
８
８
５
０
万

１９

７
８
５
０
円
と
す
る
請
負
契
約

変
更
議
案
が
会
期
中
に
追
加
提

案
さ
れ
た
。

　

反
対
・
賛
成
討
論
が
あ
り
、

起
立
採
決
で
原
案
可
決
さ
れ
た
。

（
賛
成　

、
反
対
４
）

１２

〔
反
対
討
論
〕

○
ス
ロ
ー
プ
工
事
は
設
計
数
量

に
み
ら
れ
て
い
な
い
の
に
１
２

０
０
万
円
の
追
加
工
事
を
す
る

も
の
だ
。
建
築
工
事
の
常
識
で

は
図
面
に
明
示
さ
れ
て
い
る
場

合
そ
れ
を
了
承
し
見
積
り
し
入

札
す
る
。
入
札
時
の
質
疑
応
答

書
で
業
者
も
ス
ロ
ー
プ
の
存
在

を
認
め
質
問
し
て
い
る
。
設
計

士
も
お
見
込
み
の
通
り
と
答
え

て
い
る
。
こ
れ
は
当
局
の
ミ
ス

で
あ
り
見
積
り
よ
り
抜
け
て
い

た
と
い
う
説
明
に
は
根
拠
が
な

八
鹿
青
渓
中
学
校

建
設
工
事
請
負
契
約
変
更
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振
興
に
寄
与
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
住
民
の
強
い
要
望
で

始
め
ら
れ
た
事
業
だ
。
入
湯
税
免

除
は
本
来
の
設
立
意
義
を
追
求
す

る
も
の
と
し
て
据
え
る
べ
き
だ
。

○
入
湯
税
は
日
帰
り
温
泉
客
を
想

定
し
た
も
の
で
な
く
、
温
泉
宿
泊

者
に
負
担
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

○
入
湯
税
免
除
に
代
わ
る
財
源
補

填
の
保
障
を
市
長
が
言
明
さ
れ
た
。

重
く
受
け
止
め
、
他
の
論
点
よ
り

優
先
し
て
議
会
は
判
断
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

○
市
内
温
泉
施
設
は
、
既
に
減
免

に
よ
る
利
用
料
値
下
げ
の
用
意
が

出
来
て
お
り
待
ち
望
ん
で
い
る
。

○
同
時
提
案
の
一
般
会
計
入
湯
税

減
額
補
正
予
算
は
、
既
に
本
会
議

二
日
目
に
可
決
さ
れ
て
い
る
。

○
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
議
会

意
見
「
観
光
交
流
人
口
増
に
向
け

た
予
算
が
十
分
で
は
な
い
」
こ
と

に
応
え
た
減
免
で
評
価
し
て
い
る
。

〔
反
対
討
論
〕

○
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
理
念

か
ら
逸
脱
し
、
提
案
理
由
が
明
確

で
な
い
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。

○
温
泉
施
設
だ
け
税
を
免
除
す
る

の
は
、
他
の
商
工
業
者
と
比
較
し

て
極
め
て
不
公
平
で
あ
る
。

○
提
案
の
経
緯
、
背
景
、
政
策
立

案
過
程
、
審
議
内
容
が
極
め
て
不

明
解
、
不
十
分
で
あ
る
。

○
温
泉
業
者
と
の
協
議
が
十
分
で

は
な
い
。
税
免
除
で
温
泉
利
用
料

１
０
０
円
値
下
げ
を
押
し
付
け
て

い
る
。

○
市
全
体
の
商
工
振
興
の
一
つ
と

し
て
温
泉
を
守
る
た
め
に
入
湯
税

を
免
除
す
る
、
そ
の
他
の
中
小
零

細
業
者
に
は
別
の
施
策
を
す
る
と

い
う
提
案
で
な
い
の
が
残
念
だ
。

○
財
政
力
が
な
い
養
父
市
が
他
の

自
治
体
と
税
の
免
除
で
同
調
す
る

こ
と
は
疑
問
だ
。

○
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
に
税
の
減
免
は
、
行
革
と
は

逆
の
方
向
だ
。
逆
に
入
湯
税
の
増

収
を
目
論
む
努
力
が
必
要
だ
。

○
物
価
は
安
い
ほ
う
が
よ
い
、
た

だ
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
。
泉
源

管
理
の
財
源
に
一
般
会
計
の
持
ち

出
し
を
す
る
こ
と
は
広
く
市
民
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

養
父
市
入
湯
税
検
討
委
員
会
の

答
申
を
踏
ま
え
、
利
用
料
金
が
１

０
０
０
円
以
下
の
市
内
の
温
泉
施

設
に
入
湯
す
る
日
帰
り
客
に
対
す

る
入
湯
税
１
０
０
円
の
課
税
を
免

除
す
る
条
例
改
正
議
案
が
提
出
さ

れ
た
。

　

文
教
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
委
員
長
の

報
告
は
否
決
で
あ
っ
た
。
報
告
を

受
け
、
原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

（
４
名
）及
び
反
対
討
論（
４
名
）が

行
わ
れ
た
。

　

表
決
は
起
立
採
決
で
行
わ
れ
、

賛
成
８
名
・
反
対
８
名
の
同
数
と

な
っ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
る
議
長
裁
決
と
な
り
、
議

長
が
原
案
賛
成
を
表
明
し
、
可
決

さ
れ
た
。

〔
賛
成
討
論
〕

○
市
民
の
健
康
増
進
、
医
療
費
の

削
減
、
入
込
み
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
地
域
振
興
に
効
果
も
多
い
。

○
も
っ
と
早
く
免
除
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
安
く
し
て
大
勢
の
市
民

の
方
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
市
内
の
温
泉
は
地
域
の
活
性
化

疑
が
出
さ
れ
た
。

　

採
決
で
は
、
原
案
ど
お
り
簡
易

可
決
す
る
こ
と
に
「
異
議
あ
り
」

の
発
言
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
と
な
っ
た
。（
賛
成

　

、
反
対
２
）

１４
　

宅
地
造
成
事
業
及
び
学
校
給
食

共
同
調
理
所
建
設
事
業
に
係
る
財

産
取
得
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

取
得
す
る
土
地
は
、
小
城
・
上

箇
地
区
に
ま
た
が
る
県
有
地
で
、

以
前
貯
木
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
９
２
６
６
･
７
３
㎡（
７
筆
）の

土
地
で
、
古
建
物
２
棟
を
含
ん
で

い
る
。
取
得
予
定
価
格
は
１
億
１

２
２
３
万
５
千
円
。

　

上
箇
方
面
に　

区
画
程
度
の
分

１８

譲
宅
地
、小
城
方
面
に
、将
来
、市

内
の
４
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し

た
施
設
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決（
賛
成
全
員
）

9月定例会 
税条例改正、工  事請負契約変更、財産取得など審議 税条例改正、工  事請負契約変更、財産取得など審議 税条例改正、工 
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い
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
。

〔
賛
成
討
論
〕

○
当
初
予
算
と
補
正
分
の
工
事

の
組
み
方
の
説
明
不
備
の
問
題

で
あ
る
。
工
事
自
体
の
数
字
に

問
題
は
な
い
。
ス
ロ
ー
プ
工
事

に
つ
い
て
は
設
計
士
も　
 
瑕  
疵 

か 

し

　（※）

を
認
め
、
当
局
も
瑕
疵
問
題
を

ク
リ
ア
し
議
会
報
告
す
る
と

言
っ
て
い
る
。

○
市
に
責
任
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
ス
ロ
ー
プ
工
事
を
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
必
要

だ
。
設
計
士
に
反
省
を
促
す
と

共
に
今
後
の
当
局
と
の
協
議
を

見
守
り
た
い
。

○
工
事
を
遅
ら
せ
る
議
論
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
将
来
養

父
市
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に

予
定
通
り
に
新
校
舎
で
学
ば
せ

た
い
。

学
校
給
食
共
同
調
理
所

建
設
事
業
用
地
の
取
得

入湯税 

可  決 可  決 

課
税
免
除 

賛
否
同
数 

異
例
の
議
長
裁
決 

※
瑕
疵（
か
し
）　

行
為
・
物
・
権
利

な
ど
に
本
来
あ
る
べ
き
要
件
や
性

質
が
欠
け
て
い
る
こ
と
。
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委　
員　
長　
　

西　

田　

雄　

一

副
委
員
長　
　

勝　

地　

恒　

久

委　
　

員　
　

田　

中　

久　

一

　
　
　
　
　
　

田　

村　

和　

也

　
　
　
　
　
　

寺　

田　

耕　

司

　
　
　
　
　
　

西　

谷　

昭　

�

　
　
　
　
　
　

深　

澤　
　
　

巧

　
　
　
　
　
　

藤　

原　

敏　

憲

委
員
会
構
成

平成20年度決算認定 平成20年度決算認定 平成20年度決算認定 平成20年度決算認定 
歳入総額 202億9,472万円 

歳出総額 195億7,369万円 

一般会計 

歳入 

歳出 

市税 
28億388万円 
13.8％ 

地方交付税 
98億2,941万円 
48.4％ 

総務費 
20億4,034万円 
10.4％ 

民生費 
33億4,663万円 
17.1％ 

衛生費 
21億1,415万円 
10.8％ 

衛生費 
21億1,415万円 
10.8％ 

公債費 
52億714万円 
26.7％ 

その他 
36億7,898万円 
18.2％ 

市債 
20億8,100万円 
10.2％ 

県支出金  9億8,687万円 
4.9％ 

国支出金  9億1,459万円 
4.5％ 

議会費 
1億4,482万円  0.7％ 

農林水産業費 
9億8,599万円  5.0％ 

商工費 
3億206万円  1.5％ 

土木費 
19億1,743万円  9.8％ 

消防費 
5億726万円 
2.6％ 

教育費 
17億9,482万円 
9.2％ 

その他 
12億1,305万円  6.2％ 

決
算
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
査

　

平
成　

年
度
各
会
計
の
決
算
状
況
を
審
議
す
る
決
算
特
別
委
員

２０

会
に
８
人
の
議
員
が
選
任
さ
れ
、
会
期
中
６
日
間
に
わ
た
り
、
付

託
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び　

の
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
慎
重
に
審

１２

議
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
、
最
終
日
に
総
括
的

事
項
、
個
別
的
事
項
の
意
見
を
添
え
て
報
告
し
た
。
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常
に
前
向
き
の
絶
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

　

養
父
市
の
平
成　

年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て

２０

実
質
収
支
５
億
２
７
２
９
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、市
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
等
の
自
主
財
源
は
少
な
く
、地

方
交
付
税
や
市
債
等
の
依
存
財
源
に
頼
る
体
質
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、依

然
と
し
て
依
存
型
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
決
算
が
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
上

げ
て
い
る
か
、「
住
民
の
福
祉
向
上
」
に
寄
与
し
て
い
る
か
、
な
ど
に
着

目
し
審
査
を
行
っ
た
。

　

今
、養
父
市
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
限
界
集
落
、準
限
界
集
落
が
進

み
、行
財
政
改
革
の
中
で
の
事
務
事
業
評
価
、補
助
金
等
の
見
直
し
、景

気
低
迷
に
よ
る
企
業
誘
致
の
不
振
な
ど
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
常
に
前
を
向
き
、
絶
え
間
な
い
努
力
に
よ
り
養
父
市
の
発

展
と
明
日
を
担
う
若
者
や
市
民
の
た
め
に
、
明
る
い
希
望
が
持
て
る
行

政
執
行
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。審議に臨む決算特別委員会

遊休財産の処分
　利用可能な遊休財産については処分手続きを
迅速に進め、自主財源の確保に鋭意努められた
い。

公債費の繰上償還
　公債費負担軽減のため、積極的な繰上償還が
なされていることは評価する。今後も財政健全
化指標を見極めながら、計画的な償還を。

未収金の収納対策
　収納対策室の設置、債権管理条例の制定及び
県整理回収チームの派遣受け入れ等の徴収体制
が強化されたが、未収金は前年度に比べ５，１００万
円余り増加し、総額で約６億７，５００万円にも達し
ている。（特別会計含む。）
　これは、市民負担の公平性や行政対応の信頼
性確保からみても看過できない事態であり、全
市一丸となって更なる収納向上に努められたい。

有害鳥獣対策
　年を追うごとに農林業被害は深刻さを増して
いる。鳥獣被害防止計画を策定されているが、
効果的な被害防止対策及び積極的な駆除を。

学校及び社会教育施設の営繕・改修
　学校営繕及び改修については、統合問題もあ
り、整備計画を立てて実施されたい。多額の経
費がかかる各地域のホール・文化会館等の改修
は、今後のあり方を検討し計画的に進められた
い。

地籍調査の進捗
　年度末で対象面積３９０．８５km２のうち完了は
１４．４km２（進捗率３．７％）である。本事業は県も推
奨している。今後は組織作りなど新たな方策も
検討され、鋭意進捗を図られたい。

ごみの減量化等
　ごみの分別・資源化は、減量化も含め住民や
事業所等の協力を得ながら、なお一層の推進を。

水道・簡易水道事業
　両事業とも有収率に地域間格差がある。その原
因を調査、分析し、安心・安全な水の安定供給を。

下水道事業
　接続率の向上努力はあるが、処理区により、
接続率の差がある。今後も一層の加入促進を。

氷ノ山国際スキー場事業
　恒常的な厳しい経営状態で、一般会計からの
借入金残高が２億６００万円余りに膨れあがってい
る。償還計画を策定し、更なる経営改善を。

決
算
認
定
の
個
別
的
事
項

平成２０年度
区　　　　分

徴収率収入未済額

８９．９３０８，１１２，８１０市 税

９６．８４，９５９，８４６分 担 金 及 び 負 担 金

９６．８２０，７７５，３２０使 用 料 及 び 手 数 料

９９．３３，０９１，８５６諸 収 入

９８．３３３６，９３９，８３２一般会計　合　計

７５．４１６８，９５４，３１８国 民 健 康 保 険 税

９９．８４５５，６５０後期高齢者医療保険料

９８．７３，９５３，４５０介 護 保 険 料

２．０１２７，２８３，４１６住宅新築資金等貸付金

９５．４１１，５１２，０３０簡 易 水 道 使 用 料

－－簡 易 水 道 手 数 料

４４．４７，０７７，５１０下水道事業費分担金

９４．４１９，８１３，４５０下 水 道 施 設 使 用 料

－－浄 化 槽 手 数 料

３３９，０４９，８２４特別会計　合　計

６７５，９８９，６５６一般・特別会計　合　計

収入未済額及び徴収率の状況 （単位：円、％）
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◆
市
議
会
議
員
は

市
民
の
代
表
者
。

町
の
様
子
な
ど
も
っ
と
知
れ
。
解
決
で

き
な
い
こ
と
は
放
ら
ず
、
宿
題
と
し
て

考
え
て
。
◆
市
長
も
議
会
も
奥
地
に
目

を
向
け
、
市
民
が
安
心
し
て
楽
し
く
暮

ら
す
た
め
頑
張
れ
。
私
達
も
協
力
・
応

援
し
て
い
る
。
◆
得
意
エ
リ
ア
だ
け
で

な
く
、
議
員
の
い
な
い
地
域
に
も
足
を

運
ん
で
。
◆
議
会
側
か
ら
政
策
提
案
す

る
積
極
性
を
。
◆
旧
町
意
識
が
議
員
・

市
民
に
も
残
り
、
５
年
経
過
し
て
も
一

体
感
が
な
い
。
昨
年
の
選
挙
も
無
投
票

と
同
じ
。
政
策
及
び
養
父
市
に
対
す
る

処
々
の
環
境
に
つ
い
て
、
市
発
展
の
た

め
の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
◆
本
音

の
話
が
出
来
て
い
る
か
。
質
問
も
答
弁

も
出
来
レ
ー
ス
か
。
◆
目
標
数
値
・
計

画
を
持
っ
て
議
論
さ
れ
、
将
来
に
目
を

向
け
て
。
◆
市
民
目
線
で
あ
れ
ば
、
市

政
に
対
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
、
徹
底

し
た
討
論
と
見
直
し
を
検
討
し
た
提
案

が
で
き
る
は
ず
。
◆
市
民
が
大
い
に

�
目
�
を
向
け
る
よ
う
、
大
い
に
�
気
�

を
出
し
て
。
◆
各
団
体
助
成
金
の
削
減

に
よ
り
、
市
民
の
協
働
意
識
が
衰
退
し

て
活
動
が
鈍
化
す
る
。
◆
財
政
改
革
を

大
胆
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
。
職
員
人
件
費
を
早
急
に
見
直
し
、

夕
張
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

◆
財
政
悪
化
の
原
因
は
誰
に
責
任
が
あ

る
の
か
、
市
民
に
責
任
は
な
い
。
当
局

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
議
員
の
職
務
。
◆
財

源
が
乏
し
く
何
処
を
見
て
も
八
方
ス
リ

ガ
ラ
ス
状
の
難
し
い
時
代
。
こ
ん
な
時

こ
そ
市
民
の
現
状
を
知
り
、
将
来
に
向

け
て
最
も
よ
い
方
向
に（
議
会
の
基
本
）

市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
導
い
て
。
若
い

頭
（
新
し
い
考
え
方
）
の
議
員
に
期
待

す
る
。
行
政
議
会
と
も
市
民
の
た
め
に

存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。
◆
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」、「
議
会
基
本
条

例
」
制
定
の
必
要
が
あ
る
の
か
。
首
長

も
議
員
も
地
方
自
治
の
本
旨
に
沿
い
、

地
方
分
権
を
含
め
、
地
域
の
住
民
の
幸

せ
を
求
め
る
こ
と
は
、
戦
後　

年
以
上

５０

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
。
文
言
化
し
て

変
わ
る
か
。
本
質
は
言
葉
・
文
章
で
な

く
行
動
と
実
行
。
具
体
的
に
何
を
す
る

か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
議
員
個
人
の
資

質
に
問
題
あ
り
。

当
選
し
た
ら
常
に
学
習
・
行
動
し
、
市

民
の
公
僕
と
な
っ
て
働
く
べ
き
。
と
に

か
く
足
を
運
べ
。
◆
何
期
も
し
て
い
る

議
員
が
一
度
も
一
般
質
問
し
な
い
。
辞

め
て
か
ら
の
金
目
当
て
。
◆
全
議
員
が

一
般
質
問
を
行
な
い
、
市
民
の
声
を
聞

き
、
市
民
に
代
わ
っ
て
し
っ
か
り
意
見

を
述
べ
て
。
◆
発
行
す
る
文
面
に
は
品

格
を
。
意
見
だ
け
で
な
く
代
替
案
の
提

示
も
。
責
任
を
他
に
押
し
付
け
ず
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
。
◆
あ
ま
り

に
も
程
度
の
低
い
議
員
と
市
職
員
。
前

が
望
め
な
い
市
長
答
弁
。
思
わ
ず
腹
が

立
ち
、
テ
レ
ビ
を
切
る
こ
と
は
度
々
。

◆
合
併
の
エ
ゴ
・
見
え
・
こ
だ
わ
り
な

ど
、
養
父
市
ビ
ジ
ョ
ン
が
感
じ
ら
れ
な

い
一
般
質
問
が
多
い
。
◆
「
勉
強
不
足

で
す
が
…
」「
○
○
費
の
金
額
を
教
え

て
」
な
ど
の
発
言
。
と
ん
で
も
な
い
話

で
時
間
の
浪
費
。
一
般
質
問
は
議
員
が

調
査
し
て
当
局
へ
問
う
モ
ノ
。
聞
き
苦

し
い
敬
語「（
市
長
・
部
長
が
）お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
…
」
な
ど
。◆

議
会
報
告
会
は

素
晴
ら
し
い
。
市

民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
市
民

と
積
極
的
に
近
づ
く
こ
と
。
◆
開
催
し

て
議
員
ら
し
い
こ
と
を
し
た
と
思
い
違

い
し
て
な
い
か
。
市
民
が
本
当
に
困
る

こ
と
は
何
か
を
一
つ
だ
け
決
め
（
テ
ー

マ
に
し
て
）、全
市
議
の
考
え
を
書
面
で

提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
実
行
し
て
も
ら
う

姿
勢
が
大
事
だ
。
◆
開
催
手
法
に
再
考

を
。
議
会
は
審
議
機
関
で
あ
り
、
議
員

が
市
当
局
で
あ
る
か
の
よ
う
な
質
問
が

あ
り
、
回
答
は
不
可
能
。
議
長
が
答
え

る
の
は
不
可
解
。
◆
初
め
て
参
加
し
、

「
議
会
だ
よ
り
」も
初
め
て
く
ま
な
く
読

ん
だ
。
関
心
が
な
か
っ
た
分
、
難
し
く

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
「
現

場
を
見
て
！
」
と
思
え
る
内
容
も
あ
っ

た
。
末
端
の
意
見
を
届
け
る
の
は
私
た

ち
の
義
務
。
届
け
る
行
動
を
起
こ
し
た

い
。
◆
自
分
の
担
当
分
野
を
勉
強
し
、

明
確
に
答
え
て
ほ
し
い
。
質
問
の
メ
モ

を
し
て
い
た
議
員
は
ハ
ッ
キ
リ
答
え
て

く
れ
た
。
◆
市
民
と
の
パ
イ
プ
が
詰

ま
っ
て
お
り
、開
催
し
て
良
か
っ
た
。継

続
実
施
を
。◆
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
よ
り
議
員
の

顔
も
よ
く
見
え
て
よ
い
。◆
質
問
項
目

の
回
答
は
解
決
策
、議
員（
議
会
）と
し

て
の
対
応
策
を
聞
き
た
い
◆
開
催
は
親

し
く
会
話
が
で
き
る
機
会
で
、議
会
と

市
民
と
の
差
を
縮
め
る
。◆
議
案
を
整

理
し
、住
民
配
布
の
上
意
見
を
集
約
し
、

こ
れ
を
議
題
と
し
て
審
議
し
結
論
を
出

し
て
は
。

◆
市
議
会
だ
よ
り

の
問
と
答
。
答
弁

が
実
現
し
た
か
ど
う
か
結
果
報
告
を
。

◆
「
議
会
だ
よ
り
」
が
情
報
伝
達
に
唯

一
の
機
関
で
あ
り
、
増
ペ
ー
ジ
で
詳
し

い
情
報
を
。
◆
伝
え
る
手
段
を
も
っ
と

明
確
に
。
◆
議
会
放
送
の
曜
日
・
時
間

は
。
各
常
任
委
員
会
の
放
送
も
。

◆
税
金
が
給
料
。

も
っ
と
血
の
汗
を

か
け
。
◆
議
員
年
金
が
入
る
か
ら
、
そ

れ
ま
で
出
る
と
い
う
議
員
あ
り
。
◆
議

員
報
酬
の
削
減
、
議
員
・
職
員
の
教
育

の
実
施
を
。
市
民
の
声
は
税
金
泥
棒
。

３
万
人
足
ら
ず
の
市
に　

人
の
議
員
は

１８

多
い
。　

人
く
ら
い
で
よ
い
。
◆
議
員

１０

報
酬
を
日
給
制
に
し
、
定
数
の
更
な
る

削
減
。　

名
位
と
し
て
は
。
◆
市
議
選

１４

の
立
候
補
者
が
少
な
い
な
ら
、
定
員
を

減
ら
す
べ
き
。
報
酬
を
当
て
に
し
て
い

る
人
も
あ
る
よ
う
だ
。
誇
り
と
使
命
感

を
持
て
。

議
会
活
動

議
員
の
資
質

議
会
報
告
会

広
報
課
題

定
数
と
報
酬

　去る5月から実施したアンケートには、厳しいご
意見が寄せられました。遅くなりましたが、全87件
のご意見を集約掲載いたします。アンケート用紙の
配布・回収方法については、反省すべきところがた
くさんありましたが、今後参考にしてまいります。 

　養父市議会ホームページには全容を掲示させて
いただいておりますので、こちらにもご意見をお待
ちしています。なお、行政課題のご意見はすべて市
長にお届けいたしましたので、本稿からは外したこ
とをご承知願います。 

養父市議会アンケート 寄せられたご意見87のまとめ 
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市民の皆さんに信頼される養父市議会へ 市民の皆さんに信頼される養父市議会へ 

9月議会の報告と市民の皆さんのご質問にお答えします。 

　市民に信頼され、わかりやすく、開かれた議会を目指すため、９月議会定例会の主要な審議状況を
中心に、第２回議会報告会を開催いたします。 

◆ご都合のよい会場へお出かけください。 
◆「議会だより」第２３号（１１/１５発行）をお持ち下さい。 
◆お誘いあわせてご参加下さい。 

第2回 

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す 

養父公民館 八鹿公民館 

大屋市民センター 関宮エイドホール 
11月21日（土）午後7時30分～ 11月17日（火）午後7時30分～ 

11月20日（金）午後7時30分～ 11月16日（月）午後7時30分～ 

1班 2班 
報告議員 報告議員 

西村禮治　　水野雅広 
田中久一　　深澤　巧 
森本茂行　　田村和也 
竹浦昭男　　西谷昭 
　  議長　北尾行雄 

西田雄一　　圓山浩平 
勝地恒久　　藤原敏憲 
吉井　稔　　瀬原達夫 
寺田耕司　　安井義隆 
　  議長　北尾行雄 
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一 般 質 問 一 般 質 問 
　第36回定例会においての一般質問は、9月8日・9日の2日間にわたり、10

人の議員が質問に立ちました。 

　質問議員の投稿により、600字以内にその内容をまとめましたので概要を

掲載します。 

問　

近
年
の
台
風
被
害
の
大

き
な
要
因
に
、
山
林
の
管
理

の
問
題
が
あ
る
。
倒
木
、
間

伐
材
の
撤
去
、
植
林
等
を
総

合
的
に
検
討
し
、
森
林
整
備

計
画
を
立
て
る
協
議
会
的
な

も
の
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
台
風
被
害

の
教
訓
を
生
か
し
、
森
林
整

備
と
活
用
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
を
検
討
す
る
協
議
会
の

設
置
を
早
急
に
進
め
る
。

問　

災
害
に
対
す
る
市
の
支

援
策
な
ど
の
情
報
が
遅
く
、

市
民
の
不
満
も
出
て
い
る
。

５
年
前
の
台
風　

号
の
教
訓

２３

が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

答　

緊
急
対
策
に
つ
い
て
の

市
民
の
不
満
は
聞
い
て
い
る
。

支
援
策
は
決
め
て
い
た
が
、

金
額
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど

が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
情
報
が
遅
か
っ

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

問　

避
難
場
所
、
避
難
経
路
、

避
難
勧
告
な
ど
多
く
の
課
題

が
出
て
き
た
。
防
災
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

今
回
の
災
害
を
教
訓
に

し
て
、
防
災
計
画
の
見
直
し

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

国
保
税
・
介
護
保
険
料

の
市
独
自
の
減
免
制
度
を

作
っ
て
い
る
が
、
国
保
税
で

は
そ
の
対
象
者
は
年
間
わ
ず

か　

件
程
度
で
あ
る
。
市
民

２０
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
も
、

実
態
に
見
合
っ
た
減
免
制
度

に
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

他
の
自
治
体
の
実
態
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

藤
原　

敏
憲
議
員

西
谷　

昭
�

議
員

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た

め
、
森
林
整
備
計
画
を
立

て
る
協
議
会
の
設
置
を

国
保
税
・
介
護
保
険
料
の

市
独
自
の
減
免
制
度
の
充

実
を

問　

市
内
に
は
、
１
２
０
０

箇
所
か
ら
の
市
道
路
線
が
あ

る
が
、
最
近
、
不
備
な
所
が

目
立
つ
。
ど
の
よ
う
な
管
理

体
制
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

財
政
事
情
を
考
え
る
と

十
分
と
は
い
え
な
い
。
し
か

し
、
従
来
と
同
様
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

し
た
り
、
軽
微
な
補
修
・
修

繕
は
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

問　

近
年
は
異
常
気
象
で
局

地
的
集
中
豪
雨
と
な
り
、
各

地
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

水
路
が
詰
ま
っ
た
り
、
亀
裂

や
沈
み
で
不
備
な
所
も
あ
り
、

地
域
局
に
専
属
の
職
員
を
配

置
し
て
管
理
に
あ
た
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

限
ら
れ
た
職
員
で
効
率

的
、
効
果
的
に
行
政
を
進
め

て
い
る
。
職
員
が
業
務
の
途

中
で
道
路
の
異
常
に
気
が
つ

け
ば
、
都
市
整
備
部
に
連
絡

を
と
り
、
対
応
し
て
い
る
。

問　

平
成　

年
度
よ
り
行
政

１８

改
革
で
補
助
金
の
削
減
が
続

い
て
お
り
、
団
体
の
運
営
が

限
界
に
き
て
い
る
。
行
政
改

革
の
見
直
し
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　

市
の
財
政
状
況
も
厳
し

い
。
各
団
体
と
い
っ
し
ょ
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

台
風
９
号
で
以
前
と
同

じ
よ
う
な
水
害
と
な
っ
た
。

二
度
と
起
き
て
は
な
ら
な
い

と
い
い
な
が
ら
再
度
発
生
し

た
。
関
係
被
害
者
の
こ
と
を

思
う
と
心
が
痛
む
思
い
で
あ

る
。
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成　

年
度
の
よ
う
な

１６

災
害
を
防
ぐ
た
め
、
改
修
工

事
を
進
め
て
い
る
が
、
県
の

財
政
事
情
で
少
し
遅
れ
て
い

る
。
予
定
の
箇
所
に
つ
い
て

は
平
成　

年
度
完
成
を
強
く

２２

要
望
す
る
。

市
道
路
線
の
管
理
体
制

に
つ
い
て

行
政
改
革
に
よ
り
各
種

団
体
の
育
成
は

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
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森
本　

茂
行
議
員

竹
浦　

昭
男
議
員

深
澤　
　

巧
議
員

一 般 質 問
問　

八
鹿
イ
ン
タ
ー
周
辺
整

備
関
連
の
、
各
地
域
内
生
活

道
路
整
備
を
進
め
て
い
る
の

か
。
朝
倉　

号
線
と
朝
倉
橋

１１

の
改
修
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

朝
倉　

号
線
は
、
イ
ン

１１

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地

利
用
構
想
に
含
め
て
朝
倉
、

米
里
、
高
柳
周
辺
の
土
地
利

用
計
画
を
立
て
、
そ
の
中
で
、

朝
倉　

号
線
の
位
置
づ
け
も

１１

し
て
い
き
た
い
。
朝
倉
橋
の

改
修
は
、
老
朽
化
し
た
橋
台

の
架
け
替
え
を
国
の
補
助
事

業
で
、
平
成　

か
ら　

年
に

２４

２５

調
査
策
定
し
、　

年
経
過
し

５０

た
橋
を
調
査
し
て
い
く
中
で
、

今
し
ば
ら
く
は
職
員
が
点
検

し
て
い
き
た
い
。

問　

養
父
市
の
基
本
構
想
は
、

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
の

１８

２７

　

カ
年
を
計
画
期
間
と
し
て

１０ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
活

性
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て

い
る
が
、
基
本
計
画
並
び
に

実
施
計
画
は
、
市
民
に
説
明

さ
れ
た
の
か
。

答　

総
合
計
画
を
３
年
サ
イ

ク
ル
で
立
て
て
い
く
が
、
市

と
し
て
は
、
財
政
が
厳
し
い

状
況
の
中
で
単
年
度
で
の
予

算
を
、
実
施
計
画
と
し
て
説

明
し
て
い
る
。
今
回
、
総
合

計
画
の
基
本
計
画
部
分
を
見

直
す
が
、
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
た
の
で
、
５
年
を

目
途
に
見
直
す
考
え
で
あ
る
。

問　

八
鹿
町
の
珍
坂
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
し
て
以
降
、
周
辺

道
路
の
交
通
量
が
増
加
し
、

小
学
生
た
ち
の
通
学
の
安
全

を
心
配
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
。

答　

正
確
な
交
通
量
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
県
に
対
し

交
通
安
全
対
策
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

建
設
に
つ
い
て

養
父
市
総
合
計
画
に
つ

い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

問　

南
広
だ
よ
り
（
８
月
１

日
発
行
）
で
は
、
６
種
類
の

排
ガ
ス
対
策
に
つ
い
て
、
法

令
基
準
よ
り
低
く
自
主
規
制

基
準
値
を
設
け
た
の
で
、
安

心
な
施
設
で
あ
る
と
市
民
に

伝
え
て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
の
自
主
規
制
基
準
を

０
・
０
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
し

た
根
拠
は
。

答　

南
但
広
域
ご
み
処
理
施

設
整
備
委
員
会
、
処
理
方
式

検
討
委
員
会
で
、
学
識
経
験

者
も
入
っ
て
他
の
施
設
の
事

例
も
参
考
に
協
議
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
大
気
汚
染
か
ら

守
る
た
め
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

を
は
じ
め
、
６
種
類
の
排
ガ

ス
の
自
主
規
制
基
準
を
設
け

た
も
の
で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
は
微
量
で
も
猛
毒
で
あ

る
。

問　

微
量
で
も
猛
毒
で
あ
る

こ
と
は
、
０
・
０
５
ナ
ノ
グ

ラ
ム
で
も
毎
日
風
で
飛
ば
さ

れ
れ
ば
、
周
辺
地
域
に
害
を

及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
炉
の
中
で
は
８
５
０
度

で
燃
焼
し
た
ら
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
は
分
解
す
る
が
、
ハ
ロ
ゲ

ン
系
の
臭
素
、
塩
素
な
ど
は

分
解
せ
ず
残
る
物
質
で
あ
る
。

　

ｍ
の
煙
突
の
出
口
で
ダ
イ

４５オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
ま
た
、
大
企
業
が

生
産
す
る
製
品
の
中
に
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
る
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
が
ど
れ
だ
け
含

ま
れ
て
い
る
か
企
業
秘
密
で

あ
り
、
企
業
が
廃
棄
物
と
し

て
捨
て
て
も
責
任
を
問
わ
れ

な
い
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
は
日
本
で
は
ご
み
焼
却
場

か
ら
が
９
割
で
あ
る
。

答　

基
準
の
１
０
０
分
の
１

以
下
の
数
値
で
自
主
基
準
を

定
め
、
排
ガ
ス
に
つ
い
て
も

そ
ん
な
に
心
配
す
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
回
の
台
風
で
も
自
主

避
難
さ
れ
た
方
は
高
齢
者
世

帯
ば
か
り
だ
っ
た
。
養
父
地

区
で
の
自
主
防
災
や
大
屋
の

社
協
の
「
防
災
・
福
祉
マ
ッ

プ
」
の
取
組
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
先
例

に
、
実
践
的
で
地
域
の
福
祉

力
と
防
災
力
が
複
合
効
果
を

生
む
よ
う
な
台
帳
の
整
備
を

全
市
で
進
め
る
べ
き
だ
。

答　

地
域
に
合
わ
せ
た
細
や

か
な
行
動
計
画
が
必
要
だ
。

「
要
援
護
者
台
帳
」
は
命
に

か
か
わ
る
台
帳
と
認
識
し
て

い
る
。
社
協
等
の
取
組
は
多

様
な
活
用
効
果
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
一
度
研
究
し
て

み
た
い
。

問　

市
内
に
８
か
所
の
学
童

ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
若
い
世
代

は
共
働
き
を
し
な
け
れ
ば
、

今
の
生
活
と
教
育
費
を
ね
ん

出
で
き
な
い
。
お
母
さ
ん
の

頑
張
り
を
支
え
、
女
性
の
就

労
機
会
を
増
や
す
事
は
ま
ち

を
元
気
に
す
る
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
大
屋
学
童

の
「
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た
り

子
育
て
事
業
」
は
、
県
下
で

注
目
を
集
め
て
い
る
。
保
護

者
の
要
望
を
分
析
し
、
政
策

拡
大
を
図
る
べ
き
だ
。

答　

子
育
て
支
援
は
市
の
重

要
な
政
策
だ
。
若
い
お
母
さ

ん
の
声
を
よ
く
聞
き
た
い
。

保
育
時
間
の
延
長
、
４
年
生

以
上
の
受
入
れ
等
、
今
後
の

重
要
な
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　

来
年
に
大
屋
高
は
廃
校

に
な
る
。
市
内
の
最
高
学
府

の
一
つ
、
県
施
設
が
無
く
な

る
。
県
に
今
後
の
有
効
利
用

を
積
極
的
に
提
案
す
べ
き
だ
。

答　

県
は
来
年
度
に
市
の
意

見
を
聞
い
て
、
地
元
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
考
え
で
検
討

す
る
方
針
で
あ
る
。

災
害
時
の
要
援
護
者
台

帳
に
つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ
の
拡
大
に

つ
い
て

県
立
八
鹿
高
大
屋
校
の

施
設
に
つ
い
て

南
但
広
域
ご
み
処
理
施
設

は
本
当
に
安
全
・
安
心
な

施
設
か
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一 般 質 問

瀬
原　

達
夫
議
員

水
野　

雅
広
議
員

勝
地　

恒
久
議
員

問　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

情
報
提
供
媒
体
と
し
て
市
長

は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

る
の
か
。
情
報
発
信
が
遅
い

よ
う
に
感
じ
る
が
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

情
報
発
信
の
観
点
か
ら

は
、
有
効
で
大
事
な
手
法
で

あ
る
。
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
十
分
活
用
し

て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
早

い
情
報
発
信
の
観
点
か
ら
も

体
制
等
も
合
わ
せ
て
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

問　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行

時
間
が
変
わ
り
、
小
中
学
校

の
通
学
に
影
響
が
出
て
い
る

こ
と
を
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か

答　

問
題
点
は
、
学
校
を
通

じ
て
聞
い
て
い
る
。
特
に
長

期
休
暇
時
や
臨
時
登
校
日
な

ど
に
学
校
・
業
者
・
運
転
手

と
の
連
携
に
不
備
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
運
転
事
業
者
へ
の

指
導
も
合
わ
せ
て
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

環
境
対
策
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
、
学
校
・
廃
校

跡
地
・
保
育
園
な
ど
公
共
用

地
の
芝
生
化
に
取
り
組
む
気

は
な
い
か
。

答　

温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
は
、
興
味
を
持
っ
て
い

る
。
鳥
取
方
式
な
ど
比
較
的

安
価
で
芝
生
化
を
進
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
状
況
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

み
ど
り
税
、
財
団
補
助

金
、
安
全
と
安
心
の
学
校
づ

く
り
交
付
金
な
ど
で
財
源
を

確
保
し
、
地
域
団
体
と
管
理

に
つ
い
て
協
議
を
し
、
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
次
年
度
に
取

組
ん
で
み
て
は
。

答　

芝
生
化
は
管
理
が
一
番

の
問
題
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な

観
点
か
ら
調
査
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問　

平
成　

年
の
７
月　

日

２３

２４

で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し

地
デ
ジ
へ
移
行
す
る
が
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
者
や
登
録
工
事

業
者
に
十
分
な
説
明
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
が

大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
や
、

Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
を
観
る
に

は
パ
ラ
ボ
ナ
ア
ン
テ
ナ
工
事

が
必
要
に
な
る
こ
と
等
の
周

知
説
明
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

家
庭
に
は
複
数
台
の
テ

レ
ビ
が
あ
り
地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
の
普
及
率
が
低
い
状
況

を
踏
ま
え
、
７
月　

日
以
降

２４

も
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て
は
デ

ジ
ア
ナ
変
換
で
３
〜
５
年
間

は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
見
れ
る

よ
う
な
新
聞
報
道
も
あ
る
が
、

国
の
政
権
交
代
で
ま
だ
方
針

が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
な

い
。
現
段
階
で
説
明
を
行
い

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い

替
え
ら
れ
た
場
合
、
期
限
が

延
び
る
と
不
満
が
生
じ
る
こ

と
と
な
る
。
混
乱
を
回
避
す

る
た
め
に
未
だ
説
明
を
し
て

い
な
い
。

問　

楽
し
み
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を

見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、　
７０

歳
以
上
独
居
高
齢
者
に
加
入

金
や
利
用
料
の
半
額
免
除
の

施
策
を
行
な
っ
て
き
た
。
制

度
適
用
の
高
齢
加
入
者
は
６

０
９
人
お
ら
れ
る
。
ま
だ
使

え
る
テ
レ
ビ
が
国
策
で
否
応

な
し
に
見
れ
な
く
な
る
。
テ

レ
ビ
を
買
い
替
え
ず
に
現
テ

レ
ビ
で
見
続
け
た
い
と
願
う

高
齢
加
入
者
に
対
し
、
デ
ジ

タ
ル
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
購
入
費

用
の
半
額
助
成
制
度
を
設
け

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
家
に

い
な
が
ら
情
報
を
得
て
社
会

参
加
し
て
い
く
手
助
け
を
す

べ
き
だ
。

答　

国
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
共
聴
組
織
に
対
す
る

緩
和
策
を
見
極
め
な
が
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
、
養
父
市
の
現
状

と
ワ
ク
チ
ン
、
マ
ス
ク
な
ど

の
備
品
、
ま
た
、
医
療
機
関

の
受
け
入
れ
体
制
「
養
父
市

安
全
安
心
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は

整
っ
て
い
る
か
。

答　

ワ
ク
チ
ン
は
、
厚
生
労

働
省
に
よ
る
と
、
国
内
で
の

必
要
量
は
５
４
０
０
万
人
分

で
、
年
末
ま
で
に
製
造
可
能

な
数
量
は
１
８
０
０
万
人
分

で
あ
る
。
不
足
分
は
海
外
か

ら
調
達
す
る
予
定
で
、
接
種

の
時
期
は
確
か
な
情
報
を
得

て
い
な
い
。
優
先
順
位
は
１

番
が
医
療
従
事
者
、
２
番
目

は
妊
婦
、
持
病
の
あ
る
方
。

３
番
目
が
１
歳
か
ら
就
学
前

の
乳
幼
児
。
４
番
目
が
１
歳

未
満
の
小
児
の
両
親
。
５
番

目
が
小
中
校
生
と
な
っ
て
い

る
が
、
正
式
に
決
ま
れ
ば
、

混
乱
の
な
い
よ
う
に
周
知
し

て
い
き
た
い
。

　

マ
ス
ク
は
、
一
般
用
が　
２５

万
３
６
０
０
枚
、
小
児
用
が

２
万
４
０
０
０
枚
、
感
染
防

護
服
は
９
５
０
枚
用
意
で
き

て
い
る
。「
安
全
安
心
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
は
、
感
染
防
護
資
材

や
、
八
鹿
病
院
な
ど
医
療
機

関
と
の
協
議
も
で
き
て
い
る
。

救
急
対
応
も
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
。

問　

過
日
の
台
風
９
号
の
総

括
と
台
風
対
策
を
問
う
。

答　

平
成　

年
に
作
成
し
た

１９

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参

考
に
地
域
局
で
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在

兵
庫
県
で
行
っ
て
い
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
調
査
な
ど
も

参
考
に
、
今
後
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

問　

河
川
の
立
木
及
び
河
床

の
土
砂
撤
去
は
で
き
な
い
か
。

答　

河
川
に
つ
い
て
は
手
つ

か
ず
の
所
が
多
い
。
今
後
、

土
砂
の
撤
去
な
ど
要
望
し
て

い
き
た
い
。

養
父
市
の
危
機
管
理
と

対
策
に
つ
い
て

　

年
度
事
業
執
行
に
つ

２１い
て

「
養
父
市
公
共
用
地
芝

生
化
構
想
」に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
地

デ
ジ
化
対
応
を
問
う
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一 般 質 問

西
村　

禮
治
議
員

西
田　

雄
一
議
員

問　

兵
庫
県
西
・
北
部
豪
雨

に
よ
る
浸
水
被
害
は
、
養
父

市
最
上
流
部
の
堀
畑
地
区
、

最
下
流
部
の
伊
佐
・
宿
南
地

区
と
も
円
山
川
増
水
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
被
害
地
区

か
ら
は
「
度
重
な
る
脅
威
は
、

ま
さ
に
人
災
で
あ
る
」
と

い
っ
た
意
見
も
で
て
い
る
。

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

堀
畑
・
伊
佐
地
区
の
被

害
は
、
支
川
流
末
部
の
未
改

修
に
起
因
す
る
本
流
の
逆
流

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
県
土
木
に
要
望
は
し
て

い
る
が
、
対
応
さ
れ
て
い
な

い
。
対
応
さ
れ
る
ま
で
水
位

計
、
警
報
器
の
設
置
や
地
元

の
皆
さ
ん
、
期
成
同
盟
会
等

と
協
議
し
な
が
ら
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。
過
去
の
浸

水
の
構
図
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
い
わ
れ
る
宿
南
に
つ
い

て
は
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。
三
谷
川
の
改
修
工
事
は
、

よ
り
一
層
そ
の
進
捗
を
求
め

て
い
き
た
い
。

問　

来
年
度
か
ら
八
鹿
、
青

渓
中
学
校
が
統
合
す
る
。
そ

れ
に
伴
う
生
徒
の
通
学
方
法

手
段
だ
が
、
か
わ
い
い
子
ど

も
た
ち
を
安
心
し
て
通
学
さ

せ
て
や
り
た
い
親
御
さ
ん
の

切
な
る
思
い
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
協
議
さ
れ
た
い
。

答　

安
全
な
通
学
路
の
確
保

問
題
は
、
地
元
の
関
心
の
深

い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
財
源

を
は
じ
め
、
諸
事
情
か
ら
定

期
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
併

用
な
ど
、
通
学
に
関
す
る
条

例
に
準
じ
た
通
学
を
考
え
て

い
る
。
今
後
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
、

学
校
等
と
の
協
議
を
重
ね
、

　

月
に
は
バ
ス
の
運
行
計
画

１１を
作
成
し
、
通
学
方
法
の
届

け
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
決

定
次
第
、
各
小
学
校
区
へ
の

説
明
を
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

問　

本
年
度
の
事
務
事
業
評

価
の
取
組
み
は
。

答　

補
助
金
審
査
は
事
務
事

業
評
価
の
中
で
実
施
。
８
月

中
旬
か
ら
市
民
評
価
に
入
り
、

　

月
中
旬
に
は
評
価
結
果
が

１１出
る
。
昨
年
の
審
査
で
は
、

各
団
体
代
表
者
か
ら
直
接
意

見
を
聞
い
た
。
市
民
評
価
で

職
員
は
「
財
政
に
対
す
る
危

機
感
が
な
い
」
等
、
致
命
的

な
お
叱
り
を
受
け
た
。
本
年

度
は
事
前
研
修
を
行
い
、
改

善
が
図
ら
れ
て
き
た
と
思
う
。

問　

①
福
祉
行
政
と
社
協
活

動
の
連
携
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
。
②
市
民
の
中
に

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
感
じ
る
方
も
あ
る
が
、
福

祉
行
政
と
温
度
差
は
な
い
か
。

③
社
協
は
全
市
民
を
対
象
に

し
た
事
業
体
。
補
助
金
等
の

重
点
配
分
は
。

答　

①
補
助
金
と
委
託
事
業

費
が
減
少
し
、
縮
小
・
廃
止

事
業
も
あ
り
、
低
下
し
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
市

民
の
幅
広
い
協
力
に
支
え
ら

れ
た
福
祉
活
動
が
根
幹
を
な

し
、
全
体
的
に
は
サ
ー
ビ
ス

低
下
と
考
え
て
い
な
い
。
②

社
協
と
は
市
の
福
祉
推
進
上
、

車
の
両
輪
で
あ
る
が
、
従
来

ど
お
り
の
補
助
金
や
委
託
料

を
受
け
た
事
業
実
施
は
あ
り

得
な
い
。
社
協
補
助
金
、
委

託
料
は
こ
の
１
年
で　

％
の

５１

減
額
。
社
協
は
基
金
を
取
り

崩
し
て
事
業
実
施
し
た
が
、

い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
な
い
。

実
施
事
業
等
は
、
地
域
社
会

を
維
持
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
取
組
み
で
、
行
政
が
実
施

す
る
と
莫
大
な
経
費
・
労
力

が
必
要
。
役
割
分
担
等
十
分

協
議
し
て
福
祉
向
上
を
め
ざ

し
た
い
。
③
高
齢
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
は
市
に
と
っ
て

重
要
施
策
。
そ
の
一
端
を
担

う
の
が
社
協
で
あ
り
、
必
要

な
事
業
に
予
算
を
配
分
し
、

市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
。

　議場で本会議を傍聴することができます。 

議会活動を身近に感じていただけます。ぜひ

一度お越しください。 

　先着順で３０名までどなたでも傍聴できます。 

　本会議の様子は、翌々日（午前１１時と午後

６時からの２回）にケーブルテレビで録画放映

をしています。傍聴にお越しになれない方は

ご覧ください。 

定例会のお知らせ 

12月定例会は、12月4日（金）

に開会の予定です。

※本会議は午前９時３０分開会です。 

◆第1日目　12月4日（金） 

◆第2日目　12月10日（木） 

◆第3日目　12月11日（金） 

◆第4日目　12月18日（金） 

事
務
事
業
評
価
と
地
域

福
祉（
社
協
連
携
）　

原
因
は
毎
回
同
じ

最
良
・
最
適
な
通
学
方

法
は
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ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
２

０
１
１
年
７
月　

日
ま
で
、
あ
と

２４

１
年　

カ
月
を
残
す
の
み
と
な
っ

１１

て
い
る
こ
と
か
ら
、
養
父
市
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
の
デ
ジ

タ
ル
放
送
移
行
に
向
け
た
諸
課
題

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

①
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
な
る
と
地
上
波
と
自
主
放

送
の
み
に
サ
ー
ビ
ス
縮
小
と
な
る

こ
と
、リ
ク
エ
ス
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
・

Ｃ
Ｓ
放
送
・
Ｂ
Ｓ
放
送
の
サ
ー
ビ

ス
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
等
を
分
か

り
易
く
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者

に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際

に
は
、
引
き
続
き
Ｃ
Ｓ
放
送
・
Ｂ

Ｓ
放
送
を
観
る
場
合
、
個
人
で
準

備
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
も
併
せ

て
説
明
さ
れ
た
い
。　

②
テ
レ
ビ
大
阪
、
京
都
放
送
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
京
都
）
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
以
降
受
信
が
出
来
な
く
な

る
が
、
サ
ー
ビ
ス
継
続
に
向
け
て

　

９
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

し
て
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ
ス

テ
ム
、
兵
庫
県
が
発
令
す
る
水
防

指
令
及
び
土
砂
災
害
警
戒
情
報
並

び
に
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

る
出
動
体
制
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
消
防
本
部
、
同
大
屋
出

張
所
に
も
出
向
き
、
救
助
工
作
車
、

高
規
格
救
急
自
動
車
の
装
備
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

①
災
害
の
規
模
や
種
類
に
応
じ
て
、

安
全
か
つ
適
切
な
対
応
が
受
け
ら

積
載
６
台
・
携
帯
用　

台
と
い
う

１２

整
備
状
況
で
、
合
併
前
の
体
制
を

踏
襲
し
て
い
る
。
近
年
は
携
帯
電

話
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
が
、
瞬
時
に
情
報
が
一
斉
共

有
で
き
な
い
欠
点
が
あ
る
。
２
年

後
の
免
許
更
新
時
に
あ
わ
せ
、
均

衡
あ
る
無
線
配
備
に
鋭
意
努
め
ら

れ
た
い
。

③
要
援
護
者
台
帳
は
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
高
齢
弱
者
の
希
望
者
の

み
で
あ
る
。
在
宅
で
の
人
工
透
析

患
者
、
酸
素
吸
入
患
者
に
つ
い
て

は
定
期
的
な
医
療
提
供
が
欠
か
せ

な
い
要
援
護
者
で
あ
る
が
、
災
害

時
の
援
護
体
制
が
検
討
さ
れ
て
い

な
い
。
関
係
医
療
機
関
と
も
協
議

の
う
え
検
討
さ
れ
た
い
。

④
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
全
国

的
に
小
規
模
組
織
は
出
動
体
制
、

保
有
車
両
、
組
織
管
理
面
で
限
界

が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
対
応
策
と
し

て
広
域
化
す
る
こ
と
で
充
実
強
化

を
図
る
動
き
が
あ
り
、
養
父
市
も

そ
の
動
向
を
見
極
め
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

　

行
政
の
最
大
使
命
は
、
地
域
で

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
市

民
に
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
。
今

後
も
消
防
、
防
災
に
つ
い
て
は
、

万
全
の
機
材
整
備
と
体
制
を
計
画

的
に
保
持
さ
れ
た
い
。

れ
る
避
難
所
へ
市
民
が

避
難
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
一
次
避
難
所
、

二
次
避
難
所
、
福
祉
避

難
所
、
帰
宅
困
難
者
用

避
難
所
な
ど
指
定
の
避

難
所
を
案
内
す
る
標
識

看
板
を
設
置
し
、
平
常

時
か
ら
周
知
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。

②
防
災
行
政
無
線
を
地

域
別
に
み
る
と
八
鹿
地

域
に
車
積
載　

台
・
携

２８

帯
用
９
台
、
養
父
地
域

に
車
積
載　

台
・
携
帯

２１

用　

台
、
大
屋
地
域
に

１４
車
積
載　

台
・
携
帯
用

１０

　

台
、
関
宮
地
域
に
車

３２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は

じ
め
と
す
る
情
報
通
信

技
術
の
進
展
は
日
々
著

し
い
も
の
が
あ
り
、
今

後
も
通
信
技
術
は
革
新

し
続
け
、
そ
の
恩
恵
を

受
け
る
豊
か
な
Ｉ
Ｔ
社

会
が
築
か
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
は
、
施
設
運
営
の
広

域
化
、
さ
ら
に
議
論
を

進
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
う
完
全
民
営
化
を
も

視
野
に
入
れ
た
検
討
を

早
急
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
を
提
言
す
る
。

関
係
方
面
へ
の
協
力
依
頼
に
鋭
意

努
力
さ
れ
た
い
。

③
養
父
市
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
費

は
、
年
間
約
２
億
１
９
０
０
万
円

（
平
成　

年
度
予
算
）
に
も
の
ぼ

２１

り
、
第
二
次
養
父
市
行
政
改
革
大

綱
で
は
平
成　

年
度
に
指
定
管
理

２５

者
制
度
へ
移
行
の
計
画
で
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
施
設
に

つ
い
て

消
防
・
防
災
に
つ
い
て

　

政
策
総
務
常
任
委
員
会
は
、
７
月　

日（
火
）、
８
月
７
日（
金
）

２８

の
２
日
間
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
及
び
消
防
・
防
災
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

万全の機材整備と体制を

救急自動車の装備について説明を受ける委員

政
策
総
務
常
任
委
員
会
報
告
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文
教
民
生
常
任
委
員
会
は
、
８
月
３
日（
月
）「
八
鹿
青
渓
中
学

校
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
」、「
大
屋
中
学
校
の
耐
震
、
改
修
計

画
」、「
つ
る
ぎ
が
丘
公
園（
プ
ー
ル
）の
現
状
」
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

平
成　

年
４
月
開
校
予
定
の
八

２２

鹿
青
渓
中
学
校
建
設
状
況
に
つ
い

て
、
校
舎
な
ど
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　

調
査
段
階
で
の
工
事
進
捗
率
は

　

％
で
、
８
月
４
日
に
消
防
検
査

６７の
後
、
仮
使
用
の
た
め
兵
庫
県
に

よ
る
建
築
検
査
と
市
の
検
査
を
受

け
、　

日
か
ら
３
日
間
、
移
動
す

１７

る
備
品
及
び
購
入
備
品
の
搬
入
を

行
な
っ
た
。
ま
た
、　

日
に
は
生

２１

徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で
引
越
し
作

業
を
行
な
い
、　

日
か
ら
八
鹿
中

２８

学
校
の
生
徒
が
新
校
舎
に
仮
入
校

し
た
。

　

９
月
か
ら
現
校
舎
と
屋
内
体
育

館
の
解
体
工
事
に
着
手
し
、
引
続

き
駐
車
場
の
整
備
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
造
成
工
事
が
来
春
ま
で
続
く
。

前
回（
１
月
）調
査
で
も
指
摘
し
て

い
た
校
舎
棟
及
び
屋
内
体
育
館
の

天
井
高
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
取
っ
て
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
若
干
の
圧
迫
感
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ
っ
た
。

３
階
テ
ラ
ス
は
吹
き
抜
け
で
、
冬

場
等
の
施
設
管
理
に
つ
い
て
関
係

者
で
十
分
な
協
議
を
行
な
い
、
適

正
な
維
持
管
理
を
継
続
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

大
屋
中
学
校
の
第
二
次
耐
震
診

断
及
び
補
強
計
画
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
管
理
教
室
棟
、

特
別
教
室
棟
、
渡
り
廊
下
、
屋
内

運
動
場
、
倉
庫
棟
な
ど
。
管
理
教

室
棟
と
特
別
教
室
棟
は
正
面
と
裏

面
に
ブ
レ
ー
ス（
筋
交
い
）を
設
置
。

渡
り
廊
下
は
屋
根
の
補
強
と
１
階

開
口
部
の
閉
鎖
、
梁
の
補
強
を
行

い
、
屋
内
運
動
場
は
全
棟
の
実
施

設
計
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
１

日
の
大
半
を
過
ご
す
施
設
で
あ
り
、

災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
応

急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
が
あ

り
、
早
急
な
工
事
着
工
が
待
た
れ

て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
施
設
で
あ
る
「
よ

う
か
温
水
プ
ー
ル
」
は
、
オ
ー
プ

ン
し
て　

年
目
を
迎
え
る
が
、
昨

１９

年
度
、
内
部
の
補
修
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
度
の
利
用
者

は
子
ど
も
２
２
３
９
人
、
大
人
６

１
４
０
人
。
こ
の
う
ち
大
人　

人
、

８０

子
ど
も
４
０
０
人
が
会
員
登
録
し

て
い
る
。

　

市
の
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

年
配
者
な
ど
の
利
用
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
放
課
後
は
母
親
と
幼
保
育

園
児
の
利
用
も
あ
る
。

　

プ
ー
ル
南
側
に
は
健
康
と
体
力

増
進
、
介
護
予
防
の
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「（
仮
称
）健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
併
設
計
画
が

進
み
、
今
年
度
中
の
完
成
が
待
た

れ
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
は
指
定
管
理
者
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
担
当
部

局
と
の
密
接
な
協
議
で
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
へ
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会
報
告

統
合
中
学
校
建
設
の
進
捗

大
屋
中
の
耐
震
、
改
修
調
査

つ
る
ぎ
が
丘
公
園
「
温
水

プ
ー
ル
」
の
現
状

現地調査を行う委員

【写真上】八鹿青渓中学校屋内体育館

【写真下】大屋中学校

つるぎが丘公園「温水プール」を調査
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・（
株
）Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
近
畿

・
大
屋
町
工
業
振
興
協
同
組
合

・
長
岡
金
属
工
業（
株
）八
鹿
工
場

・
日
本
精
鉱（
株
）中
瀬
製
錬
所

　

世
界
的
な
金
融
危
機
や
景
気
の

悪
化
な
ど
に
よ
る
不
況
の
影
響
で
、

各
企
業
と
も
今
年
に
入
っ
て　

か

ら
も
最
盛
期
と
比
較
し
て
５
割
〜

　

産
業
環
境
常
任
委
員
会
は
、
７
月　

日（
水
）、
市
内
の
企
業
を

２９

訪
問
し
、
経
営
実
態
と
雇
用
状
況
に
つ
い
て
各
企
業
か
ら
説
明
を

受
け
、
調
査
を
行
っ
た
。

産
業
環
境
常
任
委
員
会
報
告

６
割
程
度
の
売
り
上
げ
で
あ

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
今
後
の

経
営
に
つ
い
て
も
不
安
の
残

る
状
況
で
あ
り
、
新
規
取
引

先
の
開
拓
、
新
製
品
の
開
発

な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

派
遣
労
働
者
の
解
雇
、
一
時
休

業
な
ど
に
よ
り
雇
用
状
況
は
悪
化

し
て
い
る
。
地
元
企
業
と
し
て
雇

用
の
確
保
は
維
持
し
て
い
く
と
い

う
中
で
、
国
の
「
中
小
企
業
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
」
を
活
用
し
て

い
る
企
業
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
助
成
を
受
け
た
企

業
を
対
象
に
、
市
で
は
「
養
父
市

中
小
企
業
雇
用
維
持
支
援
補
助

金
」
と
し
て
国
の
助
成
金
額
の　
１０

％
を
助
成
し
て
お
り
、
企
業
と
し

て
は
助
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

訪
問
企
業

経
営
状
況
に
つ
い
て

雇
用
状
況
に
つ
い
て

　

各
企
業
の
経
営
状
況
の
説
明
で

は
「
不
況
の
底
は
打
っ
た
」
と
の

こ
と
で
、
最
悪
の
状
況
か
ら
は
幾

分
改
善
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

訪
問
し
た
企
業
は
ど
こ
も
経
営

が
苦
し
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、

従
業
員
の
雇
用
確
保
に
対
し
て
も

精
一
杯
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
新
規
の
企
業
誘
致
の

方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
既
存

の
企
業
に
対
す
る
支
援
を
大
事
に

し
、
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

行
政
も
商
工
会
と
連
携
し
、
さ

ら
に
企
業
支
援
等
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

ま
と
め

（株）ＮＥＯＭＡＸ近畿

大屋町工業振興協同組合

日
本
精
鉱（
株
）中
瀬
製
錬
所

長
岡
金
属
工
業（
株
）八
鹿
工
場
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意
見
交
換
会
で
は
、
条
例
の
目

的
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
、
具

体
的
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
に
つ

い
て
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
聞
い

た
。
「
い
く
ら
条
例
を
作
っ
て
も

議
会
自
体
が
変
わ
ら
な
い
と
意
味

が
な
い
」
、
「
形
式
だ
け
に
終
わ

ら
な
い
で
」
な
ど
、
報
告
会
で
は

聞
け
な
か
っ
た
意
見
が
多
く
あ
っ

た
。

　

現
在
、
条
文
の
作
成
に
入
っ
て

お
り
、
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た

意
見
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見

な
ど
を
で
き
う
る
限
り
反
映
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
作
る
「
生
き
た

条
例
」
に
な
る
よ
う
特
別
委
員
会

で
協
議
し
て
い
る
。

　

今
後
、
条
例
の
素
案
を　

月
ま

１２

で
に
ま
と
め
上
げ
、
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

参
考
人
意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
、

細
部
に
わ
た
る
検
討
を
重
ね
、

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
す
べ

く
、
議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委

員
会
の
調
査
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　

来
年
3
月
の
制
定
を
目
指
し
、
現
在
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
精
力
的
に
調
査

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
先
進
地
で
あ
る
伊
賀
市
の
視
察
を
も
と
に
、
8
月
中
に
各

種
団
体
約
1
0
0
名
の
皆
さ
ん
と
、
基
本
条
例
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
た
。 議

会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会
報
告

　

公
立
八
鹿
病
院
組
合
議
会
定
例
会
は
、
７

月　

日（
金
）八
鹿
病
院
で
開
会
し
、
病
院
の

２４
現
状
報
告
の
あ
と
、
２
つ
の
案
件
を
審
議
し

た
。

池
口
管
理
者
報
告

　

４
月
以
降
、
医
師
の
引
上
げ
で
ご
不
便
と

ご
心
配
を
か
け
た
が
、
一
方
で
内
科
医
、
麻

酔
科
医
の
増
員
、
児
童
精
神
科
の
開
設
等
強

化
で
き
た
部
分
も
あ
る
。

宮
野
院
長
報
告

　

神
戸
大
学
大
学
院
生
の
調
査
で
、
八
鹿
病

院
は
①
Ｐ
Ｒ
不
足
、
②
病
院
と
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
が
指
摘
さ

れ
た
。
地
域
に
出
向
い
て
現
状
説
明
し
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
て
い
る
。

　

小
児
科
は
９
月
１
日
か
ら
、　

月
か
ら
は

１１

脳
外
科
診
療
も
再
開
す
る
。
整
形
外
科
は
来

年
３
月
ま
で
の
引
き
上
げ
通
告
が
あ
り
、
医

師
確
保
が
急
務
。
豊
岡
病
院
の
耳
鼻
科
が
９

月
に
休
診
し
、
当
院
に
救
急
手
術
集
中
が
予

想
さ
れ
る
。
医
師
不
足
は
あ
る
が
、
確
保
に

明
る
い
兆
し
が
あ
る
。

石
田
村
岡
病
院
長
報
告

　

医
師
３
名
の
総
合
診
療
科
体
制
。
内
科
、

外
科
関
係
な
く
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
と
い
う

初
期
診
療
の
体
制
で
、
重
症
、
高
度
医
療
対

象
者
は
八
鹿
・
豊
岡
病
院
へ
依
頼
。
経
営
状

況
も
悪
化
し
、
職
員
の
削
減
の
ほ
か
診
療
収

入
ア
ッ
プ
に
努
力
。

近
藤
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
報
告

　

老
健
施
設
の
６
月
ま
で
の
利
用
状
況
は
、

当
初
計
画
と
前
年
対
比
で
上
回
っ
て
い
る
。

通
所
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
休
業
し
、

約
２
２
０
万
円
の
収
入
減
に
な
っ
た
。

　

介
護
報
酬
の
プ
ラ
ス
３
％
改
定
で
介
護
職

員
の
処
遇
改
善
が
図
れ
た
。
介
護
が
雇
用
の

場
と
し
て
の
成
長
を
期
し
、
処
遇
改
善
交
付

金
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

濟
看
護
学
校
長
報
告

　
　

年
目
を
迎
え
た
が
、
兵
庫
県
か
ら
の
補

１８
助
金
が
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る
。
看
護
大
学

が
増
え
て
専
門
学
校
に
は
生
徒
が
集
ま
り
に

く
い
現
状
で
あ
る
。
当
院
に
卒
業
生
を
集
約

す
る
た
め
、
本
年
か
ら
入
学
生
は
構
成
市
町

を
優
先
的
に
取
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
き
た

い
。

【
議
案
】

認
定
第
１
号
「
平
成　

年
度
公
立
八
鹿
病
院

２０

組
合
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
」

　

地
方
公
営
企
業
法
第　

条
第
４
項
の
規
定

３０

に
よ
り
、
平
成　

年
度
公
立
八
鹿
病
院
組
合

２０

病
院
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
認
定
に
付
す

る
も
の
で
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
長
に
藤
原
敏
憲
議
員
、
副
委
員
長
に
西

坂
秀
美
議
員
を
選
任
後
、
委
員
会
に
付
託
し

た
。

議
案
第
５
号
「
公
立
八
鹿
病
院
組
合
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

　

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校
の
授
業
料

等
の
金
額
を
変
更
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

　

質
疑
、
反
対
討
論
を
経
て
、
起
立
採
決
の

結
果
原
案
可
決
し
た
。

公
立
八
鹿
病
院
組
合
議
会
報
告

意見交換会開催団体

・養父市ＰＴＡ連絡協議会

・南但青年会議所

・養父市社会福祉協議会

・八鹿ライオンズクラブ

・大屋ライオンズクラブ

・養父市女性未来会議

・養父市商工会

・養父市老人クラブ連合会

（開催順）

各種団体と意見交換会を開催
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「
自
転
車
で
一
周
し
て
き
た

け
ど
誰
も
お
ら
ん
か
っ
た
か
ら

帰
っ
て
き
た
。」が
っ
か
り
し
た

声
に
秘
密
の
場
所
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
そ
こ
に
行
け
ば
必

ず
誰
か
が
い
て
、
指
導
員
の
方

が
優
し
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
か

ら
一
人
で
も
平
気
で
、
安
心
し

て
行
け
た
。
卓
球
や
輪
投
げ
、

折
り
紙
に
手
芸
…
友
達
を
求
め

て
来
て
も
、
何
十
倍
に
も
楽
し

い
気
分
に
な
っ
て
帰
っ
て
こ
れ

た
。

　

夜
空
の
月
や
星
の
明
る
さ
、

蛍
の
和
ら
か
な
光
に
感
動
し
た

り
、
田
畑
の
成
長
を
目
の
当
た

り
に
で
き
る
楽
し
さ
…

　

恵
ま
れ
た
自
然
の
財
産
の
中

で
本
物
に
触
れ
、
発
見
や
感
動

す
る
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
。
地

域
の
方
々
と
の
交
流
の
中
で
成

長
し
、
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
財
政
赤
字
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
税
収
入

を
飛
躍
的
に
増
や
す
か
、
支
出

を
大
幅
に
減
ら
す
か
の
二
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
税

収
を
飛
躍
的
に
増
や
す
と
い
う

こ
と
は
、
過
疎
化
の
進
む
養
父

市
に
と
っ
て
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
支
出
を
減
ら
す

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

「
身
の
程
の
予
算
」
を
作
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
で
も
収
入
か
ら
支
出
計
画

を
立
て
、
当
然
赤
字
を
出
さ
な

い
よ
う
に
や
り
く
り
し
ま
す
。

　

市
の
予
算
を
決
定
す
る
の
は

議
員
で
す
。
赤
字
を
増
や
し
続

け
る
か
、
立
ち
直
ら
せ
て
い
く

か
、
議
員
の
資
質
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
議
員
は
少
数
精
鋭
で

い
い
と
思
い
ま
す
。

上　箇
藤原まり子

大屋町加保
林�　麻理

　

い
つ
も
「
議
会
だ
よ
り
」
楽

し
み
に
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
春
か
ら
、
い
よ
い
よ
「
八

鹿
青
渓
中
学
校
」
の
開
校
で
す
。

祖
父
母
の
年
代
の
方
々
か
ら
、

青
渓
中
学
校
建
設
当
時
の
想
い

や
苦
労
話
、
ま
た
初
代
校
長
で

あ
っ
た
渡
辺
武
一
先
生
の
子
ど

も
に
対
す
る
深
い
愛
情
、
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
の
人
生
と
向
き

合
い
、
分
岐
点
と
な
る
指
導
を

受
け
た
と
い
う
こ
と
等
を
お
聞

き
し
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら　

年
、

１０

　

年
の
後
、
中
学
校
の
統
合
が

２０養
父
市
に
と
っ
て
最
良
の
道

だ
っ
た
の
だ
と
思
え
る
学
校
の

運
営
、
教
育
の
礎
を
築
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
切
に
希
望
い
た

し
ま
す
。

八鹿町浅間
小松原貴美子

　

最
近
は
、
雨
が
降
れ
ば
集
中

豪
雨
と
な
り
、
短
時
間
で
川
の

水
位
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
の
現

象
は
、
山
の
荒
廃
に
よ
る
保
水

能
力
の
低
下
が
要
因
の
一
つ
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
木
谷
区
は
山
に
囲
ま
れ
、

区
の
中
心
を
蛇
行
し
な
が
ら
流

れ
る
八
木
谷
川
の
川
幅
も
狭
く
、

河
川
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な

い
危
険
な
箇
所
も
多
く
あ
り
、

ま
た
険
し
い
山
は
土
砂
災
害
危

険
箇
所
に
な
っ
て
い
て
、
雨
が

降
る
た
び
に
洪
水
、
山
腹
崩
壊

等
、
自
然
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、

常
に
不
安
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
よ
う
、
抜
本
的
な
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
に
安

心
し
て
生
活
で
き
ま
す
よ
う
に

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
虫
対
策
の
た
め
、
オ
レ

ン
ジ
色
の
彩
光
下
で
の
作

業
風
景
。
様
変
わ
っ
た
議
会

だ
よ
り
の
表
紙
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
広
報
は
７
人
の

議
員
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

表
紙
写
真
も
そ
の
都
度
、
議

員
が
出
向
い
て
撮
影
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
４
回
の
広

報
を
発
行
し
ま
し
た
。
今
回

の
広
報
特
別
委
員
会
の
任

期
も
あ
と
１
年
で
す
。
住
民

と
地
域
で
の
息
づ
か
い
を

感
じ
と
り
、
市
民
に
議
会
の

審
議
内
容
を
し
っ
か
り
伝

え
て
い
く
、
そ
ん
な
議
会
広

報
紙
に
し
て
い
き
た
い
。

　

表
紙
写
真
や
各
議
員
の

記
事
原
稿
の
中
に
、
そ
の
想

い
を
く
み
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
の
議
会
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。
議
会
の
広

報
広
聴
に
つ
い
て
も
ご
意

見
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

八木谷
川濱　歌子
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